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リムスキー-コルサコフ㸭交㡪᭤➨㸱␒ ハ㛗ㄪ 作ရ 32 

リムスキー-コルサコフ㸦1844㹼1908㸧はロシアの作曲家で、有名なチャイコフスキーとほぼ同世代である。

リムスキー-コルサコフは幼時から㡢楽の才⬟を発揮し作曲もしたが、海㌷㌷人を多く㍮出する㈗族の家に生ま

れたため、海㌷兵学校で学び海㌷㌷人として㟷年時代を㐣ごした。この異Ⰽの⤒歴は、むしろ彼の独創性に⤖

び付いたとゝえよう。彼は、現役の㌷人時代には㐲洋⯟海で世界各地を巡ってその㞺囲気を体感した。㌷を㎡

した後も海㌷㌷楽㝲の㡢楽監督となり、管楽器の扱いに⩦熟していった。これらの⤒㦂が、異文化への憧れに

満ちた旋律や、管楽器を効果的に使ったオーケストレイションといった、リムスキー-コルサコフの個性を生み

出したと⪃えられる。リムスキー-コルサコフは、彼と同じく㡢楽とは別の仕事を持っていたボロディンなど、

個性㇏かな作曲家たちと共に「ロシア㸳人⤌」の一人とされる。その「㸳人⤌」の一人であるバラキレフに師

事して作曲を学んではいたが、体⣔的な指導ではなかったため、独学で作曲の理ㄽを㌟につけた。そして、ⱝ

くして㡢楽㝔の教授に任命されてからは、さらなる⮬己研㛑を㔜ねた。 

今回演奏する交㡪曲第㸱番は、作曲⪅ 20歳代、まだ海㌷㌷人の地位にいた 1866年から 73年にかけて、中断

をはさみながら作曲された。さらに彼はこの曲を、1886年に改ゞした。この年は、彼が㡢楽㝔で教授を務める

ようになって 10 年以上が⤒㐣し、オペラの成功も㔜ね、彼の人気作となる『シェヘラザード』を作曲する㸰年

前という時期にあたる。独学で古典㡢楽を勉強していた㟷年作曲家の真摯な発想と、大家としての地位を固め

つつある大作曲家の円熟したオーケストレイションが同居した、稀有な傑作とゝえよう。 

➨㸯ᴦ❶はゆったりとした広がりがある序奏で始まる㸦㆕例①㸧。弦楽器を主体にしつつ管楽器を㐺宜加える

オーケストレイションだが、ホルンのおおらかな㡪きと木管の清涼な㡢Ⰽがぢ事に対比され、Ⰽ彩㇏かな㡢⤮

巻が冒㢌から展㛤される。この㡢楽が徐々に推㐍力を増し、ついにはトロンボーンも加わって扇情的なエネル

ギーを㧗め、アレグロの主㒊へとなだれ㎸む㸦私ぢだが、この㒊分でのトロンボーンの悪㨱的扱いは、ショス

タコーヴィチ交㡪曲第㸲番の第㸰楽章へと受け⥅がれているように感じる㸧。㆕例①に力強さを加えた快活な第

㸯主㢟、クラリネットが妖Ⰿに歌う第㸰主㢟、という明確に性格が異なる㸰つのせ⣲が、展㛤㒊を⤒て丁寧に

再現される。こうした模⠊的なソナタ形式から、㟷年作曲家の⮬己研㛑の成果がぢて取れる。しかしながら、

決して教科書的な㝞⭉な㡢楽に㝗ってはいない。それは、㸰拍子の㡢楽と㸱拍子の㡢楽がさりげなく接⥆され

ていて、それが㡢楽の流れに程好い変化と⥭張感をもたらしているからである。また、管楽器のソロとヴァイ

オリンのソロが歌を交わす⧄⣽で⨾しい箇所と、ロシア㡢楽らしい分厚く放なフル・オーケストラの合奏と

の対比も、この楽章を変化に富んだものにしている。 

コーダは㡢㔞とテンポを徐々に⦆めてゆく。こうして消え入るように⤊わるのかと思いきや、唐突にアレグ

ロのテンポになって㆕例①を演奏して⤊わる。こうした人を㣗った意外性も㨩力である。 

㆕例① ➨㸯ᴦ❶冒㢌 

        㸦ヴァイオリンとホルン㸧  

 

➨㸰ᴦ❶は、スケルツォ主㒊㸫中㛫㒊㸦トリオ㸧㸫スケルツォ主㒊、の㸱㒊形式を取る。この楽章で独創的

なのは、スケルツォ主㒊が㸳拍子で書かれていること。㸳拍子の㡢楽は、チャイコフスキー『悲愴交㡪曲』の

第㸰楽章やホルスト『惑星』の「火星」などほかにも例があるが、これらは㸯小節が「㸰㸩㸱」でできている



 

 

ことが明瞭である。これに対してこのリムスキー-コルサコフの㸳拍子は、㸳拍の中に切れ目をぢ出しづらい㸦㆕

例②・③の上ẁ㸧。そしてこの㸳拍の律動が無㝈に⥆くような印㇟を与え、㡢が渦を巻いているようにさえ思わ

れる。海の男であったリムスキー-コルサコフの本㡿が発揮された㡢楽とゝえるかもしれない。 

中㛫㒊㸦トリオ㸧は㸱拍子のⴠち着いた㡢楽となるが㸦㆕例③の下ẁ㸧、⫗厚で㏾しい㡪きはいかにもロシア

㡢楽らしい。 

そしてこの楽章の圧巻は、スケルツォ主㒊の再現にある。序盤は㸳拍子の㡢楽が提示㒊と同様に再現される

が、㏵中から提示㒊にはなかった㸰拍子の㡢楽が㸳拍子の㡢楽に㔜ねられて意⾲を突く㸦㆕例②㸧。しかも⤊盤

になると、㸱拍子のトリオの主㢟が再現されて、やはり㸳拍子の㡢楽に㔜ねられる㸦㆕例③㸧。㸰拍子と㸳拍子、

㸱拍子と㸳拍子、いずれも割り切れない。これら異なる」数の拍子の㡢楽が同時に㐍⾜する様は、まさに前⾨

㡢楽である。リムスキー-コルサコフは 19 世⣖にこのような斬新な㡢楽を書いていたのだ。 

㆕例② ➨㸰ᴦ❶・スケルツォ主㒊再⌧㒊 

    㸳ᢿᏊの㡢ᴦ㸦上ẁ㸧と、㸰ᢿᏊ 

の㡢ᴦ㸦下ẁ㸧が並⾜する。 

 

 

㆕例③ ➨㸰ᴦ❶の⤊┙ 

    㸳ᢿᏊのスケルツォ主㒊㸦上ẁ㸧と、 

    㸱ᢿᏊのトリオの主㢟㸦下ẁ㸧が並⾜する。 

 

 

➨㸱ᴦ❶は㐜いテンポによる㸱㒊形式の楽章。どこか懐かしさを感じさせる民ㅴ㢼のメロディーがゆったり

と歌われる。師バラキレフが中央アジアの民ㅴを収㞟していたことからの影㡪か、リムスキー-コルサコフも民

ㅴへの㛵心が深かった。⡆潔なオーケストレイションでいながらもⰍ彩感はきらびやかで、㐲い桃源㒓への憧

れのようなものを感じさせる。対照的に中㛫㒊はテンポを㏿めて、フル・オーケストラが前⾨的な和㡢で㡬点

を⠏く。 

後半は民ㅴ㢼のメロディーが再現される。そうした幸福感に満ちた㟼寂の中、㐲くからラッパの㡢が呼び交

わし合う。すると、まるでそれに呼応してコサック兵が突然㞟まってきたかのように、㔜㔞感ある㡢楽が爆㉮

する➨㸲ᴦ❶へとなだれ㎸む。この楽章も第㸯楽章と同様、対照的な性格を持った㸰つの主㢟が対⨨される形

式⨾をる。また、ピッコロが新たに加わり、Ⰽ彩をさらに㇏かにする。そして⤊盤では、巧みなテンポ変化

によって㡢楽をじわじわと少しずつ盛り上げ、大団円を導く。 

 

 

ドヴォジャーク㸭交㡪᭤➨㸶␒ ト㛗ㄪ 作ရ 88 

 Dvořák を日本ㄒで⾲グするのはちょっと㞴しい。「ドボルザーク」「ドヴォルジャーク㸦今回、チラシ等では

この⾲グを使用㸧」「ドヴォルジャック」など様々にカナカナ⾲グされるが、原ㄒ㸦チェコㄒ㸧ㄞみに比㍑的㏆

いのは「ドヴォジャーク」だそうだ。ニューグローヴ㡢楽大事典㸦ㅮㄯ社㸧でも「ドヴォジャーク」と⾲グさ

れており、今後「ドヴォジャーク」⾲グが市民権を得ていく可⬟性があるので、このパンフレットでは「ドヴ

ォジャーク」との⾲グで⤫一したい。 



 

 

ドヴォジャークは 1841 年生まれで 1904 年没だから、前半で演奏したリムスキー-コルサコフと同世代であ

る。ドヴォジャークの出生地は、チェコの古㒔プラハからやや㞳れた㸦現在でも㕲㐨を乗り⥅いで 1 時㛫ほど

かかる㸧ネラホゼヴェスという㢼光明媚な村である。彼の生家は、㡢楽好きの㡿主が住む⨾しい城の眼下にあ

るばかりでなく、カトリック教会やヴルタヴァ㸦モルダウ㸧川、そして㕲㐨のいずれもが⮳㏆にあった。まる

でドヴォジャークの人生を決定づけるような環境である。ドヴォジャークは信仰心が⠜い人で、彼が作曲した

宗教㡢楽はいずれも傑作である。またドヴォジャークは、⮬然の⨾しさを愛する一方、気機㛵㌴が大好きな

㕲㐨ファンという一㠃も持っていた。そのせいか彼の㡢楽には、㫽のさえずりの模倣が⪺こえたかと思えば、

急加㏿するエンジンのような㏕力がくってくる、といった㠃白さがある。 

 ドヴォジャークは幼いころから、教会の合唱団や村の楽団で活㌍し、地方在住の㡢楽教師たちから指導を受

けていた。そして 16歳でプラハのオルガン学校に入学し、本格的に教会㡢楽を学んだ。卒業後はプラハのオー

ケストラで㤳席ヴィオラ奏⪅として活㌍し、そのかたわら作曲もした。リヒャルト・ヴァーグナーの指揮で演

奏したこともあり、そのせいかドヴォジャークの作品には、和声のⰍ彩感にヴァーグナーからの強い影㡪がぢ

受けられる。後に教会のオルガニストの⫋を得るが、30 歳代後半からは作曲稼業に専念するようになる。 

そして 1884年、ドヴォジャークは人生の一大決心をする。プラハからかなり㞳れた田⯋の村であるヴィソカ

ーに家を借りて移り住んだのだ。故㒓のネラホゼヴェスがヴルタヴァ川に㠃して岩山がそそり立つ厳めしい㢼

景であるのに対し、ヴィソカー周㎶はなだらかな丘㝠がどこまでも⥆く優しげな光景である㸦⾲⣬写┿ཧ↷㸧。

ドヴォジャークにとってヴィソカーの㢼景は⾪撃的に⨾しかったと思われる。彼はここで、大好きな㬀を㣫⫱

するなど、⮬然と共生した生活を㏦る。プラハ在住時は㞧事が⤊わった夜に作曲していたというが、早寝早㉳

きを好んだドヴォジャークは、ここヴィソカーで⮬分らしい朝型の生活を取り戻したことも想像に㞴くない。

本日演奏する交㡪曲第㸶番は、このヴィソカーでの生活が㸳年になろうとする 1889年に作曲された。こうした

恵まれた状況を反映してか、信仰、朝、⮬然、㫽、㕲㐨といったドヴォジャークが好きなものがすべて盛り㎸

まれた作品とゝってⰋい。 

➨㸯ᴦ❶は低㡢を主体としたほの暗い旋律で始まるが、神を㇟徴する楽器であるトロンボーンが用いられて

いることから、信仰告白的な㡢楽であることがわかる。これに⥆いてフルートが㫽のように爽やかに囀ると、

㡢楽が劇的に明るくなる。朝の到来を力強く⾲現したものと思われるが、その破格のエネルギーはまるで機㛵

㌴の急加㏿のようだ。㕲㐨ファンとしてのドヴォジャークの嗜好が思わず出てしまったようで微笑ましい。 

その後、どれが中心主㢟なのか判別しがたいほど多くの主㢟が湧き出すが、中でも十字架㡢型㸦楽㆕にする

と㸲つの㡢符が十字を描くように並ぶ㡢型㸧から始まるⴠち着いたメロディー㸦㆕例④㸧は、ドヴォジャーク

の真摯な信仰心が⾲れている。 

㆕例④ ➨㸯ᴦ❶のᮌ⟶ᴦჾによる主㢟 

     冒㢌㸲つの㡢➢を⤖ぶと十Ꮠになる 

またこの楽章では、弱㡢器を付けた㔠管楽器やイングリッシュホルンが、わずか一瞬のためだけに用いられ

る。コストパフォーマンスが悪いことこの上ないが、それだけドヴォジャークがこれらの㡢Ⰽにこだわったこ

とがわかる。弱㡢器付きの管楽器は、死の世界や夜の世界を㇟徴的に描くために古くから使われてきた。また、

イングリッシュホルンは、ベルリオーズ『幻想交㡪曲』で、夕㜌が㏕る㔝㎶を描くのに使われた楽器である。

つまりこれらの楽器を使用した場㠃は、死⪅の㨦たちが㊙扈する夜の世界を⾲現しているとゝえるだろう。朝

を愛した作曲家ドヴォジャークは、それだけに夜の描写にも敏感であったようだ。 



 

 

 ➨㸰ᴦ❶は㸱㒊形式のゆったりとしたアダージョ楽章。Ⲯ㔜で神々しいトロンボーンがこの楽章では使われ

ておらず、㍍やかな明るさと⣲朴な人㛫味が前㠃に出ている。この楽章ではヴァイオリンのソロが、おおらか

で伸びやかな旋律を歌う。㎰業が機械化される以前、㎰民たちはこのような歌を声にしながら畑を⪔していた

のではないかと想像する。この旋律に㫽の声が加わり、田園の中で生きる人㛫の喜びが明るく描かれる。 

一方、峻厳とした深い㡪きにブラームスからの影㡪が感じられる中㛫㒊は、突然くってきた嵐のような激し

い㡢楽である。この嵐が㐣ぎ去った後は、幸福感に満ちた歌が再現される。そして楽章の最後には、トランペ

ットの弱㡢が、㐲くから⪺こえてくる教会の㚝の㡢を模倣する。ささやかだが幸福な日常を神に感ㅰしている

かのようだ。 

➨㸱ᴦ❶は楽しげな中に憂いの⾲情も混じった⯙曲。教会での祈りと楽しい⯙㋃は、ヨーロッパの㎰村では

一体のものだという。礼拝の日は午前中に教会でミサをおこない、同じ日の午後に㋀りをまじえた㤫宴を催す

のだそうだ。前楽章の最後で教会の㚝が⪺こえてきたが、これと㐃⥆した⯙㋃の㡢楽は、㎰民の楽しみを実態

的に描いているとゝえよう。また、ドヴォジャークの父は民族楽器ツィターの名手で、⮬ら⯙曲を作曲してさ

えいたそうだ。ドヴォジャークの㡢楽的ルーツに㏕る楽章とゝえるのかもしれない。 

そしてこの⯙曲は、⾲情が悲喜こもごも」㞧であるのと同様に、構成もかなり」㞧だ。例えばブルックナー

が交㡪曲に導入した⯙曲は㸲小節単位で推移する極めて⡆潔なものであるが、ドヴォジャークのこの⯙曲は、

㸲小節単位と㸴小節単位がつなぎ合わされており、しかも最後は唐突にテンポを㏿めて㋀り狂うのである。名

もなき田⯋人たちが楽しみ受け⥅いできた」㞧で奥深い文化を、交㡪曲に取り入れたのだろうか。 

➨㸲ᴦ❶は㧗らかに㬆り㡪く教会の㚝を模したようなトランペットで始まり、信仰告白的な㡢楽であること

が冒㢌からわかる。一方で、人㛫味あふれる㞝弁な弦楽器や、フルートが模倣する楽しげな㫽のさえずりなど、

㏾しい㎰民の姿や⨾しい⮬然の情景も盛り㎸まれている。とりわけ⤊盤に挿入された㟼ㅧな㡢楽は、果てしな

く⥆くなだらかな丘㝠地帯の中に立っているような気分になり、ヴィソカー周㎶を散策するドヴォジャークと

感ぬを共有できる思いがする。ただしこの楽章は、基本的には快な推㐍力にあふれており、最後は機㛵㌴が

疾㉮するようにして⤊わる。ドヴォジャークが好きなものすべてを盛り㎸んだこの作品の⥲括にふさわしい。 

なお、この交㡪曲第㸶番は、ドヴォジャークがベートーベンの『田園交㡪曲』㸦交㡪曲第㸴番㸧を意㆑して作

曲したのではないか、と僕は想像している。第㸯楽章の最後にトランペットが㸱㐃符の㐃⥆を㧗らかに吹くが

㸦㆕例⑤㸧、この意味が全曲の最後になって明らかになる。第㸲楽章の最後で、この㸱㐃符が少し形を変えてト

ランペットとホルンで再現されるが㸦㆕例⑥㸧、これはベートーベンの『田園』第㸱楽章のホルンの㡢楽㸦㆕例

⑦㸧とそっくりなのだ。ベートーベンを深く尊敬していたドヴォジャークは、⨾しい田園地帯であるヴィソカ

ーでの生活を⤒て、ベートーベンのように『田園交㡪曲』を書きたいと思い立ったのかもしれない。 

 ㆕例⑤ ➨㸯ᴦ❶の᭱ᚋ㏆く 

トランペットが㸱㐃➢を྿く 

 

 ㆕例⑥ ➨㸲ᴦ❶の᭱ᚋ 

     㸦トランペットとホルン㸧 

 

 ㆕例⑦ ベートーベン『⏣ᅬ交㡪᭤』➨㸱ᴦ❶ 

     㸦ホルンとファゴット㸧 
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京都フィロムジカ管弦楽団からのお知らせ 
DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD�

K第ᲮᲱ回定期演奏会J 

2020 年 6 月 28 日 (日 ) 文化パルク城陽・プラムホール  指揮Ჴ葛城  郁也  

グラズノフ／祝典序曲  

ハイドン／交響曲第１００番『軍隊』  

チャイコフスキー／交響曲第２番  
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K新入団員随時募集中J�
᳸私たちと一緒に演奏しませんか? まずはお気軽に見学にお越しください。 団員一同、お待ちしております。  ᳸

私たち京都フィロムジカ管弦楽団は、近畿のみならず全国各地に在住する団員が週に一度京都に集まり、力を合わせて活

動しています。定期演奏会だけでなく、アンサンブルなども楽しんでいます。「一緒に演奏したい！」という皆様のご参加を

お待ちしています。遠方からのご参加も歓迎します。関西地区以外の方々もご興味があればぜひご連絡ください！ 

Ჶ募集パートᲸ  

ヴァイオリン・ヴィオラ・チェロ・コントラバス ίヴァイオリン・ヴィオラ急募！ὸ 

ファゴット ίファゴット急募！ὸ 

ホルン・トランペット・打楽器   ※打楽器は、諸条件について要相談 

〔参加資格〕特にありませんが練習に出席できること。学生の参加も歓迎します。 

〔練習日時〕原則日曜日（午後1᳸5時）、春と秋に合宿練習（滋賀県内） 

〔練習場所〕京都市内の各所のほか、大津市など。 

〔諸 費 用〕団費3000円/月（学生は1000円）、演奏会参加費など 

            ※遠距離割引、学生割引、家族割引などあり（ご相談ください） 

入団・見学に関するお問い合わせ先 E-mailᲴrecruit@kyotophilo.com 
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K「友の会」会員随時募集中J 

フィロムジカの活動を応援してくださる方を募集しています 

【年会費】     １ 口  １,０００円    

【期 間】     ご入会いただいた月より１年間 

【特 典】     １．期間内の定期演奏会に、１口につき１名様を無料ご招待 

２．その他演奏活動のご案内 

Ჭ．定期演奏会プログラムへのご芳名の掲載 

お申込み・入会に関するお問合せ  Tel & Fax 075-605-0123 (西村)  E-mailᲴtomo@kyotophilo.com 
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京都フィロムジカ管弦楽団ホームページ 

http://www.kyotophilo.com/ 

過去の演奏曲も紹介しております。是非一度ご覧ください。 


